
＊作業に入る前に内容確認！ にチェック！
＊作業終了後にできたか確認！ にチェック！

種芋は、病気の発生がないほ場から採りました
か。

種芋消毒を行いましたか。

使用する薬液は消毒当日に調整したものを使
用しましたか。

リスク分散のため、種芋用ほ場を複数箇所設
置しましたか。

種芋ほ場は、数年かんしょの栽培が行われて
いないほ場を使用しましたか。

【種芋の選別・消毒】

種芋は洗浄後になり首・尻部を切除し、選別
しましたか。

使用する薬液は、消毒当日に調整したものを
使用しましたか。

苗が土壌に埋まる深さまで、しっかりと薬液に
浸漬しましたか。

種芋更新用に、茎頂培養苗（≒ウイルスフ
リー苗）を導入しましたか。

【苗の消毒】消毒期間を十分に確保しましたか。

土壌消毒時の土壌は、握ってかたまる程度の
水分含量ですか。

苗床では靴の履き替えもしくは靴底の消毒を
行いましたか。

【土壌消毒（育苗床）】
５ 種芋生産

３年に一度は種芋を更新していますか。

生育の良い株から採苗しましたか。

採苗は地際から５cm以上離して切りました
か。

ハサミはこまめに消毒しましたか。
【種芋更新・種芋ほ場】

育苗段階編
 名　　前

 市町村【サツマイモ基腐病】
感染拡大防止チェックリスト

4 育苗床の片付け
育苗終了後は、可能な限り残さを除去しまし
たか。発生株および周辺株の抜き取りを行い、速や

かに防除を行いましたか。 育苗終了後の月１～２回の耕耘は地温の
高い時期に行いましたか。２ 育苗準備

【防除・採苗方法】

    年産

土壌消毒剤処理後はビニル等で被覆を行い
ましたか。

１ 育苗の全期間 ３ 育苗から採苗まで

チェックリストを活用し
注意事項を

実践することで
発病リスクを低減

させましょう！



＊作業に入る前に内容確認！ にチェック！
＊作業終了後にできたか確認！ にチェック！

抜き取った株を畦や法面に放置せず、適切に
処理しましたか。

定期的に殺菌剤による薬剤防除を実施しまし
たか。

腐熟促進のための資材や牛糞完熟堆肥は地
温の高い時期に使用しましたか。

発生株および周辺株の抜き取りを行い、速や
かに防除を行いましたか。

気温の高い時期に、月に１～２回の耕耘を
行い、残さを分解しましたか。

ほ場を巡回し、発生状況を把握しましたか。 残さは、可能な限りほ場外へ持ち出しましたか

サブソイラ等による排水対策を実施しました
か。

４ 植付けから生育初期まで 被害が見られるところは、早期に収穫を行いま
したか。【巡回・抜き取り・防除】

明きょはほ場外につなげて、ほ場内に水たまり
が残らないようにしましたか。 殺菌剤は、株元までしっかりと散布しましたか。【排水対策】

2 前作終了後からほ場準備段階まで 定期的に殺菌剤による薬剤防除を実施しまし
たか。【排水対策】【品目転換】

枕畝の一部切除や、枕畝の未設置など表面
排水対策を実施しましたか。

梅雨時期の前後や梅雨の晴れ間、台風襲来
の前後に殺菌剤を散布しましたか。前作に発生したほ場ではかんしょの植え付けは

せず、品目転換等を行いましたか。

消毒期間を十分に確保しましたか。

ほ場を移動する際には、靴の履き替えもしくは
靴底の消毒を行いましたか。

【土壌消毒（本ぽ）】 【巡回・抜き取り・防除・収穫・片付け】
土壌消毒時の土は、握ってかたまる程度の水
分含量ですか。 ほ場を巡回し、発生状況を把握しましたか。

発病ほ場からの土壌や残さの持込みをしない
よう、道具や機械は使用後に洗浄しましたか。 土壌消毒剤処理後は、薬剤の使用方法に従

い、すぐに被覆等を行いましたか。
発生株および周辺株の抜き取りを行い、速や
かに防除を行いましたか(感染の面的な拡大が
ある場合はこの限りではない)

【サツマイモ基腐病】
感染拡大防止チェックリスト

本ぽ栽培編

１ 本ぽでの全栽培期間 ３ 植付け前まで ５ 生育中期から収穫・片付けまで

チェックリストを活用し
注意事項を実践することで

発病リスクを低減させましょう！

お問い合わせは
お近くの農業改良普及センターまで


